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1. 2022年6月期第2四半期の連結業績（2021年7月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年6月期第2四半期 8,812 ― 475 △34.0 339 △40.2 182 △44.2

2021年6月期第2四半期 8,363 6.5 721 405.1 569 ― 327 ―

（注）包括利益 2022年6月期第2四半期　　186百万円 （△40.7％） 2021年6月期第2四半期　　314百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年6月期第2四半期 12.72 ―

2021年6月期第2四半期 22.81 ―

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。売上高に大きな影響が
生じるため2022年６月期第２四半期の売上高の対前年同四半期増減率は記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年6月期第2四半期 10,445 4,858 46.5

2021年6月期 8,527 4,730 55.4

（参考）自己資本 2022年6月期第2四半期 4,858百万円 2021年6月期 4,730百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年6月期 ― 0.00 ― 4.00 4.00

2022年6月期 ― 0.00

2022年6月期（予想） ― 4.00 4.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 6月期の連結業績予想（2021年 7月 1日～2022年 6月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,000 1.2 1,220 0.1 1,050 0.4 520 7.8 36.25

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年6月期2Q 14,717,350 株 2021年6月期 14,717,350 株

② 期末自己株式数 2022年6月期2Q 374,715 株 2021年6月期 374,715 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年6月期2Q 14,342,635 株 2021年6月期2Q 14,342,635 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の

業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（2021年７月１日～2021年12月31日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症

により長らく停滞していた経済活動がワクチン接種の進展等により緩やかな回復傾向を示しておりましたが、オミクロ

ン株の感染拡大、原油高などまだまだ不透明な状況が続いております。

当社グループにおきましては、卸売販売、直営店販売、Ｅコマース販売の３つの販路をバランスよく展開するリスク

分散戦略を進めております。当第２四半期連結累計期間において、新型コロナウイルス感染者数減少により、巣ごもり

需要が落ち着きを見せ始め、国内卸売販売の売上に影響をきたしたものの、Ｅコマース販売の売上が引き続き好調に推

移したことから、結果として、当社グループ第２四半期連結累計期間における売上高は過去最高の8,812百万円（前年同

期は8,363百万円）となりました。

ライフスタイル商品ブランド「ＢＲＵＮＯ」は、国内販売におきまして、ホットプレート関連商品が年末商戦におい

ても販売台数を堅調に伸ばし、売上を牽引いたしました。また、2021年10月からテレビＣＭを放映し、今まで以上に

「ＢＲＵＮＯ」ブランド商品の認知度向上を図ったことから、スチーム＆ベイクトースターなどキッチン家電の売上が

前年同期を上回りました。インテリア家電におきましては、売上好調なスタイリングハンディスチーマーやふとんドラ

イヤーに加え、新しく発売したプレス可能なスチーマー、フロア空気清浄機など生活家電を充実したことにより前年同

期の売上を上回りました。また海外では、台湾における商業エリアでの大型サイネージ広告の実施や、ホットプレート

のメディア露出などにより「ＢＲＵＮＯ」ブランドの認知度が向上、海外販売においても売上は好調に推移いたしまし

た。これらの結果として、「ＢＲＵＮＯ」の売上高は前年同期比110％となりました。

トラベル商品ブランド「ＭＩＬＥＳＴＯ」は、新型コロナウイルス感染拡大の落ち着きによる国内移動者数の増加に

伴い、キャリー関連商品の売上が回復いたしました。また、強撥水生地の新シリーズ「ＬＩＫＩＤ」を発売するなどコ

ロナ禍のライフスタイルに対応したバッグ類の売上が伸長いたしました。しかしながら、主力であるトラベル商品は売

上回復にはいたらず、結果として「ＭＩＬＥＳＴＯ」の売上高は前年同期比90％となりました。

利益につきましては、本社テレワーク勤務体制の定着や直営店舗の徹底的なコスト削減など固定費削減を実行する一

方、テレビＣＭなど「ＢＲＵＮＯ」ブランドの認知度向上を図り戦略的広告宣伝を実施したことから、営業利益は475百

万円（前年同期は721百万円）となりました。また経常利益は、株主優待関連費用などが発生したことから339百万円

（前年同期は569百万円）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、182百万円（前年同期は

327百万円）となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首

から適用しております。詳細については、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する

注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。

セグメントの業績は以下の通りであります。

住関連ライフスタイル商品製造卸売事業は、当社卸売販売におきまして、「ＢＲＵＮＯ」ブランド認知度向上に伴い、

キッチン家電の海外販売が好調な一方、国内販売では家電量販店販路においてキッチン家電の売上を伸ばしたものの、

巣ごもり需要の落ち着きもあり、国内販売の売上はやや減少し、売上高は前年同期比99％となりました。また子会社シ

カタ社卸売販売におきましては、長引くコロナ禍の影響により、取引先でのバッグ販売縮小や店舗閉店などの影響があ

ったものの、大口取引先へのＯＥＭ販売の売上が回復したことから、売上高は前年同期比109％となりました。これらの

結果として、住関連ライフスタイル商品製造卸売事業の売上高は5,100百万円（前年同期は4,922百万円）、営業利益は

701百万円（前年同期は850百万円）となりました。

住関連ライフスタイル商品小売事業は、当社Ｅコマース販売におきまして、テレビＣＭ、ＳＮＳ等の広告宣伝効果や

社名変更に伴う記念販売企画、さらに物流体制の強化を図った結果、売上高は前年同期比116％となりました。一方、当

社直営店販売におきまして、年末の福袋やクリスマスギフトの販売が好調、多くの店舗は昨年12月売上実績を大きく上

回りましたが、店舗数減少の影響から、売上高は前年同期比93％となりました。また子会社シカタ社小売販売におきま

しては、百貨店内店舗の売上が回復したことから、売上高は前年同期比107％となりました。これらの結果として、住関

連ライフスタイル商品小売事業の売上高は3,668百万円（前年同期は3,428百万円）、営業利益は634百万円（前年同期は

395百万円）となりました。

デザイン事業においては、売上高は43百万円（前年同期は12百万円）、営業利益は43百万円（前年同期は12百万円）

となりました。

　



ＢＲＵＮＯ株式会社(3140) 2022年６月期 第２四半期決算短信

3

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産の残高は、10,445百万円（前連結会計年度末は8,527百万円）となり、

1,918百万円増加しました。

流動資産は、8,856百万円（前連結会計年度末は6,848百万円）となり、2,008百万円増加しました。これは現金及び預

金の減少（264百万円）があったものの、受取手形及び売掛金の増加（912百万円）および商品及び製品の増加（1,092百

万円）等があったことによるものであります。

固定資産は、1,589百万円（前連結会計年度末は1,678百万円）となり、89百万円減少しました。これは有形固定資産

の増加（33百万円）があったものの、無形固定資産の減少（40百万円）、投資その他の資産の減少（82百万円）があっ

たことによるものであります。

流動負債は、4,428百万円（前連結会計年度末は2,583百万円）となり、1,845百万円増加しました。これは支払手形及

び買掛金の増加（172百万円）および短期借入金の増加（1,424百万円）等があったことによるものであります。

固定負債は、1,158百万円（前連結会計年度末は1,213百万円）となり、55百万円減少しました。これは長期借入金の

減少（46百万円）等があったことによるものであります。

　純資産は、4,858百万円（前連結会計年度末は4,730百万円）となり、128百万円増加しました。これは利益剰余金の増

加（124百万円）等があったことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　 業績予想につきましては、2021年８月10日の決算短信で公表いたしました通期の業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,593 2,328

受取手形及び売掛金 1,565 2,477

商品及び製品 1,895 2,987

その他 803 1,072

貸倒引当金 △8 △9

流動資産合計 6,848 8,856

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 205 217

土地 290 290

その他（純額） 93 114

有形固定資産合計 588 621

無形固定資産

のれん 485 450

その他 84 79

無形固定資産合計 570 529

投資その他の資産

投資その他の資産 534 451

貸倒引当金 △14 △14

投資その他の資産合計 519 437

固定資産合計 1,678 1,589

資産合計 8,527 10,445

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 530 702

短期借入金 736 2,160

１年内返済予定の長期借入金 371 409

未払法人税等 314 149

引当金 108 66

その他 522 939

流動負債合計 2,583 4,428

固定負債

長期借入金 982 935

退職給付に係る負債 179 173

その他 52 48

固定負債合計 1,213 1,158

負債合計 3,796 5,586
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,509 1,509

資本剰余金 1,818 1,818

利益剰余金 1,474 1,599

自己株式 △82 △82

株主資本合計 4,720 4,845

その他の包括利益累計額

繰延ヘッジ損益 7 2

為替換算調整勘定 2 11

その他の包括利益累計額合計 9 13

純資産合計 4,730 4,858

負債純資産合計 8,527 10,445
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年７月１日
　至 2020年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年７月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 8,363 8,812

売上原価 4,657 5,008

売上総利益 3,705 3,803

返品調整引当金戻入額 8 ―

返品調整引当金繰入額 8 ―

差引売上総利益 3,705 3,803

販売費及び一般管理費 2,983 3,327

営業利益 721 475

営業外収益

為替差益 2 ―

その他 5 26

営業外収益合計 8 26

営業外費用

株主関連費用 108 103

為替差損 ― 9

その他 52 49

営業外費用合計 160 162

経常利益 569 339

特別損失

減損損失 13 ―

その他 0 0

特別損失合計 13 0

税金等調整前四半期純利益 555 339

法人税、住民税及び事業税 215 110

法人税等調整額 12 46

法人税等合計 228 157

四半期純利益 327 182

親会社株主に帰属する四半期純利益 327 182
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年７月１日
　至 2020年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年７月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 327 182

その他の包括利益

繰延ヘッジ損益 △10 △5

為替換算調整勘定 △1 9

その他の包括利益合計 △12 3

四半期包括利益 314 186

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 314 186
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 当第２四半期連結累計期間（自 2021年７月１日 至 2021年12月31日）

　 該当事項はありません。
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（会計方針の変更）

　 （収益認識に関する会計基準等の適用）

　 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

　等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財またはサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

　またはサービスと交換に受け取れると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。収益認識会計基準等の

　適用による主な変更点は以下のとおりであります。

　（１）当社が運営するポイント制度に係る収益認識

　 当社が運営するポイント制度に基づき、顧客への商品販売に伴い付与するポイントについて、従来は、付与した

　ポイントの利用に備えるため、将来利用されると見込まれる額を販売促進引当金として計上し、販売促進引当金繰入

　額を販売費及び一般管理費として計上しておりましたが、付与したポイントを履行義務として認識し、売上高のマイ

　ナスとして計上することとしております。

　（２）モール等が運営するポイント制度に係る収益認識

　 モール等における販売時にポイントを付与するサービスの提供について、従来は付与したポイントの額を販売費及

　び一般管理費で処理しておりましたが、売上高のマイナスとして計上することとしております。

　（３）有償支給の棚卸資産に係る収益認識

　 有償支給取引については、支給品の消滅を認識しない方法に変更しております。なお、支給先に残存する支給品の

　期末棚卸高相当額について「有償支給取引に係る負債」を認識し、流動負債「その他」に含めております。

　（４）返品権付取引に係る収益認識

　 返品権付きの販売について、従来は、売上総利益相当額に基づき返品調整引当金を計上しておりましたが、返品

　 されると見込まれる商品又は製品については、変動対価に関する定めに従って、販売時に収益を認識せず、当該商

　 品又は製品について受け取った又は受け取る対価の額で返金負債を認識する方法に変更しております。

　 収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

　り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結

　会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　 この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高が126百万円減少、売上原価が０百万円減少、販売費及び一般管理費

　は125百万円減少しておりますが、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益へ与える影響は軽微です。ま

　た、利益剰余金の当期首残高は０百万円減少しております。

　 なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法によ

　り組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31

　日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分

　解した情報を記載しておりません。

　 （時価の算定に関する会計基準等の適用）

　 「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

　等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

　会計基準第10号 2019年７月４日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな

　会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

　


